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研究成果の概要 

本研究ではアフリカツメガエル幼生をモデルとして用い、器官形態形成を制御する環境因子とその分

子機構の解明を目指している。アフリカツメガエルの幼生は器官形成期に摂食を開始するため、器官形

成に対する栄養の影響を簡便に探索することができる。これを利用し、甲状腺の形態形成に餌由来の栄

養が必要であり、餌を一定期間与えない場合は甲状腺の形成が停止することを独自に見出した。本年度

はその基盤となる分子機構と細胞動態を探索し、さらに甲状腺以外の器官に同様の栄養応答が見られ

るのかを検証した。 

前年度までの研究で、甲状腺の形態形成を開始する栄養素として糖が重要であることがわかり、細胞接

着分子の発現を制御することがわかった。細胞骨格や細胞外マトリックスの発現量の変動もみられた

ことから、甲状腺以外の器官形成でも同様の応答が起こりうる可能性が高くなり、計画を前倒しして全

身器官のイメージングを試みた。全身の細胞膜に GFPを発現するトランスジェニック幼生を用い、給

餌群と非給餌群を 2 日おきに固定し、GFP シグナルを保持する方法で固定幼生を透明化し、共焦点顕

微鏡で全身の 3D画像の撮影を行った。丸みのある幼生を傾きなく撮影するためにはチャンバーの工夫

が必要であり、その開発に注力した。さらに、取得した 3D画像から器官の容積の定量化を試みた。撮

影法と解析方法には引き続き改良が必要であるが、甲状腺のように非給餌群で形態形成が停止または

停滞する器官と、非給餌であっても形態変化が継続する器官が存在する可能性が見えてきている。ま

た、停滞するタイプの器官は、給餌群では同調して容積が増大している可能性が高く、非給餌でも進行

するタイプの器官は停滞タイプの器官群とは独立して発生・成長する可能性も見えてきている。今後、

全身器官の形態や容積変化の解析を続けるとともに、各器官の代謝状態や遺伝子発現の増減について

も連関が見られるかを探索する。 
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